
資料 ９

サービス提供量の見込みについて



区域割３（高崎線以南、以北、児玉地域）の傾向

１．高崎線以北、児玉地域で、認定子ども園及び保育所では２号認定家庭の要望が高い傾向です。

２．高崎線以南、児玉地域では、認定子ども園及び保育所に加えて地域型保育事業に対する要望が、０歳児家庭、１～２歳

児家庭で高い傾向です。

３．急な用事で宿泊を伴って使用するショートステイ事業などの子育て短期支援事業や、親子の交流の場となる子育て支援

拠点の要望が各区域で高い傾向にあります。

今後、量の見込みに対する提供体制の検討が必要になります。



1／3

Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ

推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合

1
認定子ども園及び保育所＋地
域型保育

０歳家庭のみ
（３号認定）

175 61 34.9% 204 163 79.9% 125 83 66.4%

2
認定子ども園及び保育所＋地
域型保育

１・２歳家庭のみ
（３号認定）

422 272 64.5% 428 313 73.1% 285 197 69.1%

3 認定子ども園及び幼稚園
３歳～就学前家
庭のみ（１号認
定）

623 190 30.5% 738 297 40.2% 482 94 19.5%

4 幼稚園 ２号認定 623 46 7.4% 738 54 7.3% 482 28 5.8%

5 認定子ども園及び保育所 ２号認定 623 358 57.5% 738 361 48.9% 482 302 62.7%

6 時間外保育事業 1,220 101 8.3% 1,370 178 13.0% 892 89 10.0%

7 放課後健全育成（低学年） 792 359 45.3% 712 207 29.1% 517 149 28.8%

8 放課後健全育成（高学年） 0 － 0 － 0 －

9 子育て短期支援事業 1,220 6,204 508.5% 1,370 2,614 190.8% 892 544 61.0%

10 地域子育て支援拠点事業 597 1,561 261.5% 632 1,385 219.1% 410 1,655 403.7%

11
幼稚園における在園児を対象と
した一時預かり

2,312 － 4,971 － 243 －

12 ２号認定による定期的な利用 9,825 － 11,140 － 6,148 －

13 病児・病後児保育 6 － 15 － 0 －

14
ファミリーサポートセンター
（低学年）

0 － 0 － 0 －

■ NO８、１１、１２、１３、１４はニーズ量のみとなります。

【区域割３】 高崎線以北 高崎線以南 児玉地域

人口の傾向
平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２８年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２９年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

№ サービス 対象



区域割４（中学校区）の傾向

１．西中学校区では、認定子ども園及び保育所に加えて地域型保育事業に対する要望が１～２歳児家庭で高い傾向です。

２．南中学校区、児玉中学校区では、認定子ども園及び保育所に加えて地域型保育事業に対する要望が０歳児家庭、１～２

歳児家庭で高い傾向です。

３．南中学校区を除く各区域とも、認定子ども園及び保育所では、２号認定家庭の要望が高い傾向です。

４．急な用事で宿泊を伴って使用するショートステイ事業などの子育て短期支援事業が西中学校区で非常に高く、他の区域

でも高い傾向にあります。

また、４区域とも親子の交流の場となる子育て支援拠点の要望が高い傾向にあります。

今後、量の見込みに対する提供体制の検討が必要になります。



2／3

Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ

推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合

1
認定子ども園及び保育所＋地
域型保育

０歳家庭のみ
（３号認定）

70 28 40.0% 106 42 39.6% 222 178 80.2% 125 83 66.4%

2
認定子ども園及び保育所＋地
域型保育

１・２歳家庭のみ
（３号認定）

179 144 80.4% 243 121 49.8% 434 318 73.3% 285 197 69.1%

3 認定子ども園及び幼稚園
３歳～就学前家
庭のみ（１号認
定）

231 58 25.1% 400 137 34.3% 720 290 40.3% 482 94 19.5%

4 幼稚園 ２号認定 231 14 6.1% 400 33 8.3% 720 53 7.4% 482 28 5.8%

5 認定子ども園及び保育所 ２号認定 231 139 60.2% 400 223 55.8% 720 352 48.9% 482 302 62.7%

6 時間外保育事業 480 40 8.3% 749 59 7.9% 1,377 179 13.0% 892 89 10.0%

7 放課後健全育成（低学年） 325 138 42.5% 475 227 47.8% 697 203 29.1% 517 149 28.8%

8 放課後健全育成（高学年） 0 － 0 － 0 － 0 －

9 子育て短期支援事業 480 4,833 1006.9% 749 1,841 245.8% 1,377 2,626 190.7% 892 544 61.0%

10 地域子育て支援拠点事業 249 688 276.3% 349 821 235.2% 656 1,439 219.4% 410 1,655 403.7%

11
幼稚園における在園児を対象と
した一時預かり

982 － 1,310 － 4,850 － 243 －

12 ２号認定による定期的な利用 2,118 － 7,999 － 10,868 － 6,148 －

13 病児・病後児保育 5 － 0 － 15 － 0 －

14
ファミリーサポートセンター
（低学年）

0 － 0 － 0 － 0 －

■ 南中学校区の子どもの数は増加傾向で推移すると見込まれます。
■ NO８、１１、１２、１３、１４はニーズ量のみとなります。

【区域割４】 西中学校区 東中学校区 南中学校区 児玉中学校区

人口の傾向
平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２７年以降の子どもの人口
は増加傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込
まれます。

№ サービス 対象



区域割５（南中学校区・共和小学校区を１区域）の傾向

１．西中学校区、東中学校区の傾向は区域割４と同じです。

２．南中・共和小区及び共和小を除く児玉中学校区では、認定子ども園及び保育所に加えて地域型保育事業に対する要望が

０歳児家庭、１～２歳児家庭で高い傾向です。

また、認定子ども園及び保育所では２号認定家庭の要望が高い傾向です。

３．急な用事で宿泊を伴って使用するショートステイ事業などの子育て短期支援事業が南中・共和小区域で高い傾向にあり

ます。

また、南中・共和小区、共和小を除く児玉中学校区で親子の交流の場となる子育て支援拠点の要望が高い傾向にあり

ます。今後、量の見込みに対する提供体制の検討が必要になります。



3／3

Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ Ａ B Ｂ／Ａ

推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合
推計
児童数

ニーズ量 割合

1
認定子ども園及び保育所＋地
域型保育

０歳家庭のみ
（３号認定）

70 28 40.0% 106 42 39.6% 227 182 80.2% 98 65 66.3%

2
認定子ども園及び保育所＋地
域型保育

１・２歳家庭のみ
（３号認定）

179 144 80.4% 243 121 49.8% 490 355 72.4% 222 156 70.3%

3 認定子ども園及び幼稚園
３歳～就学前家
庭のみ（１号認
定）

231 58 25.1% 400 137 34.3% 849 327 38.5% 367 64 17.4%

4 幼稚園 ２号認定 231 14 6.1% 400 33 8.3% 849 56 6.6% 367 26 7.1%

5 認定子ども園及び保育所 ２号認定 231 139 60.2% 400 223 55.8% 849 438 51.6% 367 226 61.6%

6 時間外保育事業 480 40 8.3% 749 59 7.9% 1,566 203 13.0% 687 65 9.5%

7 放課後健全育成（低学年） 325 138 42.5% 475 227 47.8% 794 249 31.4% 425 122 28.7%

8 放課後健全育成（高学年） 0 － 0 － 0 － 0 －

9 子育て短期支援事業 480 4,833 1006.9% 749 1,841 245.8% 1,566 3,019 192.8% 687 230 33.5%

10 地域子育て支援拠点事業 249 688 276.3% 349 821 235.2% 717 1,889 263.5% 320 1,135 354.7%

11
幼稚園における在園児を対象と
した一時預かり

982 － 1,310 － 4,963 － 200 －

12 ２号認定による定期的な利用 2,118 － 7,999 － 11,253 － 5,627 －

13 病児・病後児保育 5 － 0 － 16 － 0 －

14
ファミリーサポートセンター
（低学年）

0 － 0 － 0 － 0 －

■ NO８、１１、１２、１３、１４はニーズ量のみとなります。

【区域割５】 西中学校区 東中学校区 南中学校区、共和小学校区 児玉中学校区（共和小学校区除く）

人口の傾向
平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込ま
れます。

平成２７年以降の子どもの人口
は減少傾向で推移すると見込
まれます。

№ サービス 対象


